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１．はじめに

本要項は計測自動制御学会論文集の投稿論文を執筆する際の書き方に関するものです．

２．原稿書式

　書式は，用紙の上を30 mm，下を25 mm，左右を15 mm，中心を10mmそれぞれあけて，2段組構成とし，27字×48行×2段組=2208字／頁を目安として作成してください．

本文の文字は明朝体10ポイントを目安とします．原稿の１頁目の構成は，この執筆要項の体裁を参考にしてください．

和文タイトルはゴシック体14ポイントを目安とし，センタリングして，強調文字を使用してください．著者の所属（略記）と著者名をセンタリングで記述してください．その下に英文タイトルと英文著者名をセンタリングで記述して下さい．なお著者の詳細な所属と連絡先等を，頁左下に脚注として記述してください．

150語程度の英文アブストラクトを記述して下さい．その下に英文キーワード（5語以内）を記入してください．

３．図，表

図表の横幅は1段あるいは2段組みの幅で作成し，図表のタイトルは英文でFig.1,Fig.2… あるいはTable 1,Table 2 …のようにしてください．表題は表の上，図番は図の下に書いてください．

４．その他

　その他，数式，参考文献，著者紹介等原稿作成に必要な事項は，計測自動制御学会論文集 執筆の手引きを参考にしてください．
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